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新年のごあいさつ
令和5年度納税関連表彰
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会
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長
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池
一
夫

青
梅
税
務
署

署
　
長
　
鈴
木
俊
次

新 年 の ご あ い さ つ

ど
ん
な
環
境
下
で
も
前
進
す
る
法
人
会
を

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
5
類
へ
の
移
行
を
機
に
、
経
済
が
動

き
始
め
ま
し
た
が
、
紛
争
も
多
発
し
世
界
は
混
乱
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
経
済
に
お
い
て
も
中
国
を
筆
頭
に
各
国
で
膨

ら
ん
で
い
る
債
務
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
日
本
で
は
円
安
に
よ

る
問
題
も
あ
り
、
安
定
性
を
欠
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
景
気
は
循
環
し
ま
す
。
季
節
の
よ
う
に
春
夏
秋
冬
が
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し
て
、
夏
に
猛
暑
の
時
も
あ
れ
ば
、
秋
か
ら
冬
に
差
し
掛
か
り
、

厳
し
い
冬
が
来
る
年
も
あ
り
ま
す
。
今
、ど
の
季
節
か
は
分
か
り
か
ね
ま
す
が
、

私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
下
で
も
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
で
最
善
を
尽
く

す
こ
と
に
努
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
感
謝
を
し
、
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
る
。
決
め

ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
方
針
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
自
分
な
り
に
考
え
、
提

案
し
て
い
く
こ
と
も
良
い
で
し
ょ
う
。
採
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
も
勉
強
で
す
。
自
分
の
思
い
込
み
が
強
す
ぎ
た
場
合
は
、
そ

う
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
思
い
込
み
か
適
正
だ
っ
た
か
は
、
努
力

の
結
果
ど
の
よ
う
な
果
実
が
実
っ
た
の
か
で
判
定
は
可
能
で
す
。
結
果
的
に

一
部
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、
失
敗
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。

一
つ
の
失
敗
を
契
機
と
し
て
、
ど
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
ど
の
よ
う
に

発
展
に
貢
献
し
て
い
く
か
を
考
え
る
習
慣
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
、
失
敗
も
成

功
に
近
づ
く
経
験
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
と
小
さ
な
成
功
の
積
み

重
ね
が
、
他
の
失
敗
を
打
ち
消
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
個
々
の
小
さ

な
成
功
が
増
え
、
組
織
全
体
と
し
て
の
勝
率
が
高
く
な
っ
た
時
に
、
更
に
大

き
な
成
功
体
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
も
予
測
困
難
な
環
境
で
す
が
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
今
年
も
共
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
菊
池
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
税

務
行
政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
１
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
法

人
会
の
皆
様
に
は
、
研
修
会
の
開
催
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
の
制
度
の

周
知
・
広
報
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
青
梅
税
務
署
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
登
録
す
る
か
否
か
を
検
討
し
て
い

る
事
業
者
に
対
し
て
、
寄
り
添
っ
た
対
応
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
初
め
て
消

費
税
の
申
告
を
行
う
納
税
者
が
安
心
し
て
申
告
・
納
税
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
各
種
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
ま
も
な
く
令
和
５
年
分
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

例
年
同
様
、
ス
マ
ホ
や
自
宅
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
及
び

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
促
す
広
報
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

と
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
の
連
携
に
よ
り
、
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
際
に
給
与

所
得
の
情
報
を
自
動
で
入
力
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
納
税
者
の
利
便
性
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
法
人
会
の
皆
様
に
は
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄
並
び
に

公
益
社
団
法
人
青
梅
法
人
会
と
と
も
に
西
多
摩
地
区
の
更
な
る
ご
発
展
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
五
年
度

　納
税
表
彰

顧
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相
談
役

副
会
長

常
任
理
事

理
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理
事

常
任
理
事

理

　
　事

理

　
　事

常
任
理
事

加
藤

　和
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様

藤
谷

　弘
司 

様

山
下

　真
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様

小
林

　英
雄 

様

山
下

　敬
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様

田
中
英
一
郎 

様

長
塚

　弘
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様

露
木

　禎
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様

田
中

　孝
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様

高
野

　真
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様

財

務

大

臣

表

彰

東
京
国
税
局
長
表
彰

東
京
都
主
税
局
長
表
彰

青
梅
税
務
署
長
表
彰

青
梅
税
務
署
長
感
謝
状

八
王
子
都
税
事
務
所
長
感
謝
状

（
㈱
ホ
ン
ダ
東
京
西
）

（
藤
谷
産
業
㈱
）

（
武
陽
ガ
ス
㈱
）

（
サ
ク
ラ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
）

（
武
陽
液
化
ガ
ス
㈱
）

（
㈱
タ
マ
プ
リ
ン
ト
）

（
㈱
東
邦
建
設
）

（
㈲
露
木
不
動
産
）

（
㈱
田
中
染
色
工
場
）

（
㈱
高
野
保
険
事
務
所
）

　
さ
る
十
月
二
十
五
日
、
港
区
の
三
田
共
用
会
議
所
に
お
き
ま
し
て
、
令
和
５

年
度
財
務
大
臣
納
税
表
彰
が
行
わ
れ
、
顧
問
の
加
藤
和
夫
氏
が
同
表
彰
を
受
彰

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
東
京
国
税
局
長
表
彰
に
相
談
役
の
藤
谷
弘
司
氏
が
、
東
京

都
主
税
局
長
表
彰
に
副
会
長
の
山
下
真
一
氏
が
受
彰
さ
れ
る
な
ど
、
今
回
も
法

人
会
活
動
を
通
じ
た
税
務
行
政
へ
の
貢
献
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
他
の
納
税
関
連
受
彰
者
は
左
の
方
々
と
な
り
ま
す
。
受
彰
さ
れ
た
皆
様
に

は
お
祝
い
申
し
上
げ
、
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

加
藤
顧
問
、
財
務
大
臣
表
彰
を
受
彰

顧問 加藤和夫様相談役 藤谷弘司様副会長 山下真一様
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わ
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さ
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。
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司
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税
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一
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さ
れ
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今
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活
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献
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さ
れ
ま
し
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。
ま
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を
受
彰

顧問 加藤和夫様相談役 藤谷弘司様副会長 山下真一様
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　個人戦よりもみんなでやる団体戦の方が好きなので、
団体戦で結果を残していきたいですね。また、これか
らは、かるたの魅力を伝える活動もしていきたいです。
　読書が好きで、学校の勉強も英語と国語が好きなの
で、将来は文系に進みたいと考えています。具体的な
職業はまだ全然わかりません。色 な々ことに興味がある
ので、好奇心を持ってさまざまなことに挑戦して、経験
を積みながら考えていきたいです。

Q: どのような本が好きですか？
島田さん : 小学生のころから学校の図書室で、主に
児童文庫の小説を読んでいました。鯨井あめさんや辻
村深月さん、上橋菜穂子さんなどが好きで、最近は吉
本ばななさんの「王国」を読んでいます。
　以前「赤毛のアン」シリーズを読んでから海外の本
を読めていないので、今後は海外文学も読んでいきた
いです。

Q: 地元の羽村市についての思いを
　聞かせてください。
島田さん : 羽村は綺麗な川が近くにあったり、小さい

頃は、父と山へ
行って遊んだり
していました。
自然が多いのは
魅力です。あと
は、水がおいし
いです。ほかの
場所に泊まった
ときに水を飲むと
おいしくなくて、
改めて羽村の水
はおいしいんだ
なと実感します。

Q: かるたをはじめたきっかけは？
島田さん : 私に集中力をつけさせたいと考えた父に、
TV アニメ「ちはやふる」を勧められたのがきっかけで
す。元々活字が好きだったので競技かるたに興味を持
ち、やってみたいと思いました。
　父が近くのかるた会を探してくれて、秋川かるた会
の練習日に参加しました。会長さんから競技かるたの
説明を受け、実際にかるたをやってみることに。和歌
はほとんど知らなかったのですが、当時でも知っていた
「ちはやふる」など有名な歌の札を取ることができて、
気持ちよかったです。

Q: どのような練習に取り組んでいますか？
島田さん :平日は祖父の家の和室で自主練習をしてい
ます。競技かるたは15 分の暗記時間で札の配置を覚
えないといけないので、時間内に札の場所を覚える練
習や払い手の素振りを中心に、一人で試合形式での
練習もします。一人かるただと、遅い札はすべて自分
の責任なので、自分の弱い部分を見つけやすいです。
　毎週土曜日には、かるた会に参加しています。かる
た会では試合形式で、３試合ほど行います。対人で
の練習はかるた会のときしかできないので、自分と向き
合っている時間が長いですね。

Q: かるたの魅力は？
島田さん : 試合中は、ちょうどいいタイミングで綺麗に
札を取れたときが気持ちいいです。かるた全体でいう
と、色々な地方の友達と知り合うことができて、同じ大
会で会って同じ試合をできるのが楽しいです。
　はじめは覚えることも多くて大変だと思いますが、１
枚でも自分が満足できる取りができると凄く楽しいので、
一度やってみてほしいです。

Q: 選手としての目標と将来の夢は？
島田さん :これまではずっとA 級への昇級を目標にし
ていました。B 級の期間が長かったので、ようやく達
成できてホッとしています。

百人一首の全国選手権で優勝

さん

　羽村市在住で都立南多摩中等教育学校・後期課程１年生の島田萌生さん(16)。2022年８月に行われた「小
倉百人一首競技かるた 第34回全国中学生選手権大会」（湯島天満宮、墨田区総合体育館で開催）の個人戦・３
年生の部に出場し優勝しました。団体戦では、都代表（７人）の主将として自身は全６試合のうち５試合に出場し
て全勝。チームを準優勝に導きました。また、2023年７月には、全日本かるた協会の定める最上位クラスであるA
級に昇級しました。
　８歳から「秋川かるた会」に通いはじめ、小学２～６年生まで全国大会で５年連続・通算７回の優勝を重ねた島
田さん。中学生になって以降、コロナ禍で大会が開かれず、一時かるたを続けるかどうか迷った時期もあったそう。
それでも、久しぶりの大会でも強さを発揮して、全国の舞台でも躍動。現在は高校に通いながら、競技かるたに打
ち込む日々を過ごしています。

秋川かるた会

島田 萌 生
Mei  Shimada

練習を重ねる島田さん（表紙写真も練習の様子）。

小
学
６
年
生
、
全
国
競
技
か
る
た
選
手
権
で
優
勝
。

2023 年、B級の大会で優勝して念願のA級に昇級。
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約
１
０
０
人
が
学
ん
で
お
り
、横
田
で

は
15
年
間
で
約
１
５
０
人
が
巣
立
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
内
容
は
大
学
で
学
ぶ
た
め
の
基
礎

的
な
英
語
力（
５
コ
ー
ス
）を
順
序
よ
く

受
講
し
ま
す
。授
業
は
週
２
回
を
目

途
に
夜
間
19
時
か
ら
22
時
ご
ろ
ま
で

休
憩
を
は
さ
ん
で
行
わ
れ
ま
す（
時
間

は
開
講
基
地
に
よ
って
変
わ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
）。ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
必
要
単
位
を
取
得
す
れ
ば
、一
部
の

単
位
を
そ
の
ま
ま
持
ち
越
し
て
同
大

学
正
規
コ
ー
ス
へ
の
入
学
が
無
試
験
で

認
め
ら
れ
ま
す
。

　
参
加
者
資
格
は
、高
校
卒
業
以
上
の

学
歴
が
あ
り
、英
検
２
級
以
上（
ま
た

はT
O

EFL

Ⓡ
45
点
やIELT

S

™4.0

点
）な
ど
の
ス
コ
ア
が
必
要
で
す
。プ
ロ

グ
ラ
ムへ
の
合
否
は
、出
願
書
類・エッ
セ

イ・英
語
資
格
試
験
等
を
審
査
し
、書

類
審
査
で
決
定
し
ま
す（
詳
細
は

Q
R 

コ
ー
ド
）。

　
ジ
ョ
ー
ン
ズ
さ
ん
は
、「
日
本
人
は
英

語
を
書
く
意
識
は
素
晴
ら
し
い
。ス

ピ
ー
チ
で
は
少
し
シ
ャ
イ
な
面
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
が
、自
信
を
持
っ
て
自
分

を
表
現
す
る
力
が
き
っ
と
身
に
つ
き
ま

す
」と
エ
ー
ル
を
送
って
く
れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
〜
２
０
２
４
年
度
の
授
業

料
は
１
単
位
２
５
０
ド
ル
で
、３
単
位

の
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
１
コ
ー
ス
７

５
０
ド
ル
。合
計
で
５
コ
ー
ス
受
講
す

る
の
で
、約
３
７
５
０
ド
ル
と
な
り
ま

す
。な
お
、１
単
位
の
料
金
は
変
わ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
取
材
当
日
、横
田
基
地
第
二
ゲ
ー
ト

（
福
生
ゲ
ー
ト
）で
入
館
チェッ
ク
を
パ
ス

し
て
基
地
内
へ
入
る
と
、「
よ
う
こ
そ
」

と
マ
イ
ク・ク
ー
リ
ッ
ク
さ
ん（
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
部
長
）が
流
ち
ょ
う
な
日

本
語
で
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。同
大

の
授
業
は
仕
事
を
し
て
い
る
軍
人
や
軍

属
が
学
ぶ
た
め
の
制
度
な
の
で
、対
面

の
授
業
の
ほ
と
ん
ど
は
夜
間
だ
そ
う
で

す
。コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
リ
モ
ー
ト
授
業

も
盛
ん
に
な
り
、横
田
基
地
外
の
分
校

の
講
師
の
授
業
を
横
田
の
学
生
が
受

け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　「
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
は
ど
ん

な
仕
組
み
で
す
か
と
聞
く
と
、「
英
語

を
母
国
語
と
し
な
い
人
の
た
め
の
約

10
カ
月
に
わ
た
る
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。日
本
人
は
も
ち
ろ
ん
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
の
軍
人
の
家
族
が
参
加
し
て

い
ま
す
」。同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現
在
８

月
、10
月
、３
月
に
開
講
さ
れ
ま
す
。

全
国
の
基
地
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
年
間

　
青
梅
市
立
吹
上
中
学
校
出
身（
２

０
１
４
年
卒
）で
現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ジ
ャ
カ
ル
タ
在
住
の
須
﨑
茉
里
奈
さ
ん

は
横
田
基
地
内
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経

て
同
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。そ
し
て

23
年
に
は
大
学
院
で
経
済
学
修
士
号

（M
aster of Business A

dm
inis-

tration

）を
取
得
。現
在
は
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
の
ジ
ャ
パ
ン
デ
ス
ク
で
日

本
法
人
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
須
﨑
さ
ん
は
都
立
小
平
高
校・外
国

語
コ
ー
ス
を
卒
業
後
、米
国
で
学
ぶ
前

に
基
礎
を
固
め
た
い
と
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
夕
方
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
夜
間

に
大
学
へ
通
う
日
々
を「
米
大
学
で
の

授
業
は
、自
主
性
が
高
く
各
生
徒
が

非
常
に
積
極
的
で
し
た
。授
業
内
で
発

言
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。現
在

海
外
で
働
く
中
で
、大
学・大
学
院
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学
ん
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ビ
ジ
ネ
ス
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英
語
だ
け
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は
な

く
、自
主
性
を
持
ち
行
動
す
る
習
慣

が
役
に
立
っ
て
い
ま
す
」と
振
り
返
り

ま
す
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
足
以
来
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間
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交
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団
体
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福
生・横
田
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ラ
ブ

（
山
下
真
一
会
長
）と
留
学
希
望
者
を

支
援
す
る
ト
フ
ル
ゼ
ミ
ナ
ー
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立
川
校

が
説
明
会
を
定
期
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に
開
催
し
て
き

ま
し
た
。同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、小
林
陽
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さ
ん
は
昨
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の
留
学

状
況
に
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て
、「
留
学
を
希
望
す
る
日

本
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学
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人
数
は
、コ
ロ
ナ
前
に
戻

り
つつ
あ
る
と
い
う
感
触
で
、明
る
い
展

望
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、安
全
面
と
資
金
面
は
保
護

者
が一番
懸
念
す
る
材
料
で
す
。キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
や
異
国
で
の
生
活
は
と
も

か
く
、日
本
に
い
な
が
ら
同
様
の
学
び

が
得
ら
れ
る
点
が
、日
本
に
あ
る
大
学

で
学
ぶ
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。ま
た
、

円
安
の
今
、渡
航
す
る
よ
り
も
安
価
で

学
位
を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。

　
視
野
を
広
げ
、海
外
で
通
用
す
る
人

間
力・精
神
力
を
習
得
す
る
と
い
う
点

で
、横
田
基
地
内
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
へ

の
入
学
は
、留
学
と
同
じ
効
果
が
得
ら

れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

英
語
力
と

メ
ン
タ
ル
の
強
さ
を
得
る
学
び
の
機
会

米
国
空
軍
横
田
基
地
内
に
は
軍
人
や
そ
の
家
族
の
高
等
教
育
機
関
と

し
て
、エ
ン
ブ
リ
ー
リ
ド
ル
航
空
大
学（Em

bry‒Riddle Aeronauti-
cal University (ERAU)

）と
、メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
立
大
学
ア
ジ
ア
分
校

（University of M
aryland Global Cam

pus(UM
GC)

）の
２
つ
の

大
学
が
あ
り
ま
す
。中
で
も
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
は
、米
国
大
学
で
学

ぶ
た
め
の
橋
渡
し
を
行
う
ユ
ニ
ー
ク
な
シ
ス
テ
ム「
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」が
あ
り
ま
す
。基
地
内
に
あ
る
同
大
学
の
グ
リ
チ
ェ
ン・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

学
務
・
学
生
支
援
課
担
当
副
学
長
補
佐
、ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ

入
学
事
業
部
副
部
長
ら
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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大学の授業風景「あなたの意見を！ここには傍観者はいません」と日本人学生を激励する講師たち

オンラインで対面販売する
黒木社長ら（伊勢丹立川店で）

日本にいながら米国留学
～横田基地内大学で学ぶ～
日本にいながら米国留学
～横田基地内大学で学ぶ～

す
ざ
き
　
ま
り
な

▲よしみ　バークレーさん
　ブリッジプログラムを経て同大学を修了した

▲

大
学
ス
タ
ッ
フ
と
。

「
学
生
の
学
ぶ
志
を
徹
底
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」

と
ス
タ
ッ
フ
は
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た

▲

ニ
ュ
ー
山
王
ホ
テ
ル
（
渋
谷
区
広
尾
）
で
の

学
位
授
与
式
で
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
須
﨑
さ
ん
。

「
大
学
最
初
の
１
年
は
、
ア
メ
リ
カ
人
と
同
じ
ク
ラ
ス
で

英
語
も
ス
ピ
ー
ド
が
増
し
容
赦
な
く
授
業
が
進
み
ま
す
か
ら

教
科
書
や
補
足
資
料
に
目
を
通
し
課
題
を
こ
な
す
こ
と
に

必
死
で
し
た
」
と
充
実
の
日
々
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た

▲ 説明会。
　日米の大学の違いを説明するトフルゼミの星理沙カウンセラー。
　トフルゼミナールでは大学選択や出願支援、大学卒業後の就職サポートまで
　体制が整っています。※トフルに関するお問い合わせ：℡042-521-3771

ブリッジプログラムの
詳細は ▼

ズームアップでは西多摩での
さまざまな出来事や地域の活性化、
新しい取り組みを、人や団体、企業
などに注目して紹介しています。
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約
１
０
０
人
が
学
ん
で
お
り
、横
田
で

は
15
年
間
で
約
１
５
０
人
が
巣
立
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
内
容
は
大
学
で
学
ぶ
た
め
の
基
礎

的
な
英
語
力（
５
コ
ー
ス
）を
順
序
よ
く

受
講
し
ま
す
。授
業
は
週
２
回
を
目

途
に
夜
間
19
時
か
ら
22
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ご
ろ
ま
で

休
憩
を
は
さ
ん
で
行
わ
れ
ま
す（
時
間

は
開
講
基
地
に
よ
って
変
わ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
）。ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
必
要
単
位
を
取
得
す
れ
ば
、一
部
の

単
位
を
そ
の
ま
ま
持
ち
越
し
て
同
大

学
正
規
コ
ー
ス
へ
の
入
学
が
無
試
験
で

認
め
ら
れ
ま
す
。

　
参
加
者
資
格
は
、高
校
卒
業
以
上
の

学
歴
が
あ
り
、英
検
２
級
以
上（
ま
た

はT
O

EFL

Ⓡ
45
点
やIELT

S

™4.0

点
）な
ど
の
ス
コ
ア
が
必
要
で
す
。プ
ロ

グ
ラ
ムへ
の
合
否
は
、出
願
書
類・エッ
セ

イ・英
語
資
格
試
験
等
を
審
査
し
、書

類
審
査
で
決
定
し
ま
す（
詳
細
は

Q
R 

コ
ー
ド
）。

　
ジ
ョ
ー
ン
ズ
さ
ん
は
、「
日
本
人
は
英

語
を
書
く
意
識
は
素
晴
ら
し
い
。ス

ピ
ー
チ
で
は
少
し
シ
ャ
イ
な
面
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
が
、自
信
を
持
っ
て
自
分

を
表
現
す
る
力
が
き
っ
と
身
に
つ
き
ま

す
」と
エ
ー
ル
を
送
って
く
れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
〜
２
０
２
４
年
度
の
授
業

料
は
１
単
位
２
５
０
ド
ル
で
、３
単
位

の
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
１
コ
ー
ス
７

５
０
ド
ル
。合
計
で
５
コ
ー
ス
受
講
す

る
の
で
、約
３
７
５
０
ド
ル
と
な
り
ま

す
。な
お
、１
単
位
の
料
金
は
変
わ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
取
材
当
日
、横
田
基
地
第
二
ゲ
ー
ト

（
福
生
ゲ
ー
ト
）で
入
館
チェッ
ク
を
パ
ス

し
て
基
地
内
へ
入
る
と
、「
よ
う
こ
そ
」

と
マ
イ
ク・ク
ー
リ
ッ
ク
さ
ん（
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
部
長
）が
流
ち
ょ
う
な
日

本
語
で
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。同
大

の
授
業
は
仕
事
を
し
て
い
る
軍
人
や
軍

属
が
学
ぶ
た
め
の
制
度
な
の
で
、対
面

の
授
業
の
ほ
と
ん
ど
は
夜
間
だ
そ
う
で

す
。コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
リ
モ
ー
ト
授
業

も
盛
ん
に
な
り
、横
田
基
地
外
の
分
校

の
講
師
の
授
業
を
横
田
の
学
生
が
受

け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　「
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
は
ど
ん

な
仕
組
み
で
す
か
と
聞
く
と
、「
英
語

を
母
国
語
と
し
な
い
人
の
た
め
の
約

10
カ
月
に
わ
た
る
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。日
本
人
は
も
ち
ろ
ん
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
の
軍
人
の
家
族
が
参
加
し
て

い
ま
す
」。同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現
在
８

月
、10
月
、３
月
に
開
講
さ
れ
ま
す
。

全
国
の
基
地
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
年
間

　
青
梅
市
立
吹
上
中
学
校
出
身（
２

０
１
４
年
卒
）で
現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ジ
ャ
カ
ル
タ
在
住
の
須
﨑
茉
里
奈
さ
ん

は
横
田
基
地
内
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経

て
同
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。そ
し
て

23
年
に
は
大
学
院
で
経
済
学
修
士
号

（M
aster of Business A

dm
inis-

tration

）を
取
得
。現
在
は
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
の
ジ
ャ
パ
ン
デ
ス
ク
で
日

本
法
人
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
須
﨑
さ
ん
は
都
立
小
平
高
校・外
国

語
コ
ー
ス
を
卒
業
後
、米
国
で
学
ぶ
前

に
基
礎
を
固
め
た
い
と
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
夕
方
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
夜
間

に
大
学
へ
通
う
日
々
を「
米
大
学
で
の

授
業
は
、自
主
性
が
高
く
各
生
徒
が

非
常
に
積
極
的
で
し
た
。授
業
内
で
発

言
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。現
在

海
外
で
働
く
中
で
、大
学・大
学
院
で

学
ん
だ
ビ
ジ
ネ
ス
と
英
語
だ
け
で
は
な

く
、自
主
性
を
持
ち
行
動
す
る
習
慣

が
役
に
立
っ
て
い
ま
す
」と
振
り
返
り

ま
す
。
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ロ
グ
ラ
ム
の
発
足
以
来
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間
の
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流
団
体
の
福
生・横
田
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流
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ラ
ブ

（
山
下
真
一
会
長
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留
学
希
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を

支
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す
る
ト
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ゼ
ミ
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に
開
催
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ま
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ゼ
ミ
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ー
ル
の
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ウ
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セ

ラ
ー
、小
林
陽
子
さ
ん
は
昨
今
の
留
学

状
況
に
つい
て
、「
留
学
を
希
望
す
る
日

本
人
学
生
の
人
数
は
、コ
ロ
ナ
前
に
戻

り
つつ
あ
る
と
い
う
感
触
で
、明
る
い
展

望
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、安
全
面
と
資
金
面
は
保
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者
が一番
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る
材
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で
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ス
ラ
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や
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国
で
の
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活
は
と
も

か
く
、日
本
に
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な
が
ら
同
様
の
学
び

が
得
ら
れ
る
点
が
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本
に
あ
る
大
学

で
学
ぶ
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
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た
、

円
安
の
今
、渡
航
す
る
よ
り
も
安
価
で

学
位
を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。

　
視
野
を
広
げ
、海
外
で
通
用
す
る
人

間
力・精
神
力
を
習
得
す
る
と
い
う
点

で
、横
田
基
地
内
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
へ

の
入
学
は
、留
学
と
同
じ
効
果
が
得
ら

れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

英
語
力
と

メ
ン
タ
ル
の
強
さ
を
得
る
学
び
の
機
会

米
国
空
軍
横
田
基
地
内
に
は
軍
人
や
そ
の
家
族
の
高
等
教
育
機
関
と

し
て
、エ
ン
ブ
リ
ー
リ
ド
ル
航
空
大
学（Em

bry‒Riddle Aeronauti-
cal University (ERAU)

）と
、メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
立
大
学
ア
ジ
ア
分
校

（University of M
aryland Global Cam

pus(UM
GC)

）の
２
つ
の

大
学
が
あ
り
ま
す
。中
で
も
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
は
、米
国
大
学
で
学

ぶ
た
め
の
橋
渡
し
を
行
う
ユ
ニ
ー
ク
な
シ
ス
テ
ム「
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」が
あ
り
ま
す
。基
地
内
に
あ
る
同
大
学
の
グ
リ
チ
ェ
ン・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

学
務
・
学
生
支
援
課
担
当
副
学
長
補
佐
、ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
テ
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ー
ブ
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ズ

入
学
事
業
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部
長
ら
に
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を
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い
ま
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た
。
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す
ざ
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ま
り
な

▲よしみ　バークレーさん
　ブリッジプログラムを経て同大学を修了した

▲

大
学
ス
タ
ッ
フ
と
。

「
学
生
の
学
ぶ
志
を
徹
底
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」

と
ス
タ
ッ
フ
は
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た

▲

ニ
ュ
ー
山
王
ホ
テ
ル
（
渋
谷
区
広
尾
）
で
の

学
位
授
与
式
で
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
須
﨑
さ
ん
。

「
大
学
最
初
の
１
年
は
、
ア
メ
リ
カ
人
と
同
じ
ク
ラ
ス
で

英
語
も
ス
ピ
ー
ド
が
増
し
容
赦
な
く
授
業
が
進
み
ま
す
か
ら

教
科
書
や
補
足
資
料
に
目
を
通
し
課
題
を
こ
な
す
こ
と
に

必
死
で
し
た
」
と
充
実
の
日
々
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た

▲ 説明会。
　日米の大学の違いを説明するトフルゼミの星理沙カウンセラー。
　トフルゼミナールでは大学選択や出願支援、大学卒業後の就職サポートまで
　体制が整っています。※トフルに関するお問い合わせ：℡042-521-3771

ブリッジプログラムの
詳細は ▼

ズームアップでは西多摩での
さまざまな出来事や地域の活性化、
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人
聴き入ってしまう世界を創作する

成沢　崇志さん
なるさわ 　 　 　 たかし　

代表取締役

I  N F O R M A T I O N

「聞こえる感動」を世の中へ
　「だてメガネ」のように外見を気にせず集音器を使っ
て欲しい。「ヒアモア」は、女性でも気軽におしゃれに使
える集音器をイメージして昨年 11月に販売が始まりまし
た。「20年以上補聴器と集音器を開発・製造して来た
技術と経験に見合う外観をまとった製品です」と成沢社
長は瞳を輝かせて説明してくれました。
　アナログ方式にこだわり、片耳だけで使っても自然な
聞き心地で聞きやすく、音ズレ（時間差）を防止して疲
れにくい。そのうえワイヤレスなので、会話や講演会など
でも相手に集音器を使っていると感じさせないところが
大きな特徴です。
　「アピールがうまくない
のがうちの弱点。モニター
の協力で改良を重ねまし
た。広告や販売の専門家
にも手伝ってもらい、今後
は発信していきます」と成
沢社長は手塩にかけた製
品を世に広める熱い思い
を語ってくれました。

　「父・鴻がナカミチ（音響メーカー）を脱サラして
1991 年に創業した会社です。父とはあまり仲は良くな
かったのですが、父の考案した回路の発想はまねのでき
ないユニークなものでした」と語る成沢社長（52）。ゲー
ム制作会社に就職して、効果音など音の部分を支える
プログラマーとして昼夜を問わず働いたといいます。29
歳で同社に就職、2017年に代表取締役社長になりまし
た。
　オーディオファンなら誰もがあこがれたナカミチ。その
技術を支えた人材の多くがアドフォクスに現在も在職し、
独自の技術を駆使して補聴器や集音器など音の世界で
人 の々生活を支援しています。
　マイクで音を捉え、イヤホンで伝える。「サァーっとい
うノイズを小さくするよりも大事なことがあると先代は
言っていました」という成沢社長の前には、立体的に音
を記録出来ると音響のプロに愛用されている「バイノー
ラルマイク」と、深みのある塗装にこだわったというおしゃ
れな集音器「ヒアモア」が置かれていました。
　またトランスの技術や部品製作の優れたノウハウが同
社にはあるといいます。「火花が飛ばないためのコイルの
巻き方」は独自のコロナ放電試験機を生み出しました。
この技術は我々が日常お世話になっているインバーター
のエアコンやスマホ製品の検知機器としても諸外国から
高い評価を受け、音以外でも同社の売り上げを支える
一分野です。

〒198-0036　
東京都青梅市河辺町10-6-1 トミタワー 7F
TEL : 0428-24-6042 / FAX : 0428-24-6069
 e-mail : mail@adphox.co.jp
 URL : https://adphox.co.jp/

株式会社アドフォクス

バイノーラルマイク（BME-200）
イヤホンに見えますが、外側にマイ
クが入っていて、耳穴に入る音をそ
のまま録音できるマイクとして販売
している製品です

ヒアモア左右セット
ただ綺麗、ただ自然な音というレベルでは
なく、惚れるというレベルを目指した同社
の自信作

片耳69,300円（税込み）
両耳セット11 万 5,500 円（税込み）、10
日間の試聴有

コロナ放電試験機XT-350の外観
コロナ放電を電気的に検出する試
験機で、インバーター制御をする白
物家電のメーカーに多く採用されて
います

気
軽
に
、
お
し
ゃ
れ
に
を
目
指
し
た

ワ
イ
ヤ
レ
ス
集
音
器
「
ヒ
ア
モ
ア
」

ひとし

h u m a  n

税理士 久保田先生の
税 の コ ラ ム

「医療費控除の対象となる医療費及び交通費」 
　自己又は自己と生計を一にする配偶者やその他の親族のために医療費の支払いがあった場合、確定申告を行
うことによって所得税の還付を受けることが出来ます。この控除の対象となる金額は、支払った医療費から保険金
等で受け取った金額及び10万円（または所得金額の5％）を控除した金額になります。
　この医療費控除の対象となる医療費は次のとおりで、その病状などに応じて一般的に支出される水準を著しく
超えない部分の金額とされています。

①医師又は歯科医師による診療又は治療の対価（健康診断の費用や医師等に対する
　謝礼金などは原則として含まれません。）
②治療又は療養に必要な医薬品の購入の対価（ビタミン剤などの病気の予防や健康増
　進のために用いられる医薬品の購入代金は医療費となりません。）
③病院や介護老人保健施設等へ収容されるための人的役務の提供の対価
④あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、柔道整復師による施術の対価（疲れを癒
　す、体調を整えるといった治療に直接関係のないものは含まれません。）
⑤保健師、看護師、准看護師又は特に依頼した人による療養上の世話の対価
⑥助産師による分べんの介助の対価
⑦介護福祉士等による一定の喀痰吸引及び経管栄養の対価
⑧介護保険等制度で提供された一定の施設・居宅サービスの自己負担額
⑨医師等による診療等を受けるための通院費、医師等の送迎費、入院の際の部屋代や
　食事代の費用、コルセット等の医療用器具等の購入代やその賃借料で通常必要なもの
⑩診療や治療を受けるために直接必要な、義手足、補聴器、義歯、眼鏡などの購入費用
⑪身体障害者福祉法などの規定により都道府県や市町村に納付する費用のうち、医師
　等の診療等の費用に相当するもの
⑫傷病によりおおむね6か月以上寝たきりで医師の治療を受けている場合に、おむつ
　を使う必要があると認められるときのおむつ代(「おむつ使用証明書」が必要です。)
⑬骨髄移植推進財団に支払う骨髄移植や日本臓器移植ネットワークに支払う臓器移植
　のあっせんに係る患者負担金
⑭高齢者の医療の確保に関する法律に規定する特定保健指導のうち一定の基準に該
　当する者が支払う自己負担金

　ただし、交通費であっても例えば次のような支出は医療費控除の対象にはなりません。
・自家用車のガソリン代や駐車場代
　医療費控除の対象となる通院費は、医師などの診療を受けるために直接必要なもので、通常必要なものであ
り、収容されるための人的役務への支払いであることとされています。人的役務とは人間が行うサービスのこと
を指すとされており、ガソリン代や駐車場代は他人のサービスを受けて支出をするものではないため、控除対象
から除かれています。
・公共交通機関が利用出来る状況下でのタクシー代
　法律が認める通常の交通手段ではないことが理由となっていますが、病状からみて急を要する場合や、電車、
バス等の利用ができない場合には認められるとされています。
・通院時の付添人の交通費
　控除対象となる交通費は原則として患者本人の通院に限られています。ただし、年齢や病状からみて、患者を
一人で通院させることが危険な場合は付添人の通常必要な交通費が医療費控除の対象となります。尚、入院して
いる患者の世話をするために付添人が通院している場合は、患者自身が通院していないことから、付添人の交通
費は医療費控除の対象とはなりません。

　平成29年分以降の確定申告では医療費控除の明細書を作成して提出することによって、医療費控除を受ける
ための領収書の提出は不要となりましたが、５年間は提出や提示を求められることがありますので領収書の保管
は必要となります。しかし、交通費は公共交通機関であることが基本であり、公共交通機関でその都度領収書をも
らうことは一般的に少ないかと思われます。そのため、公共交通機関では領収書がなくても認められますが、実際
にかかった費用について明確に説明できるようにしておく必要はあります。

久保田昌章税理士事務所　税理士 久保田昌章

P

控除
対象外

8   KODAMA 　 



人
聴き入ってしまう世界を創作する

成沢　崇志さん
なるさわ 　 　 　 たかし　

代表取締役

I  N F O R M A T I O N

「聞こえる感動」を世の中へ
　「だてメガネ」のように外見を気にせず集音器を使っ
て欲しい。「ヒアモア」は、女性でも気軽におしゃれに使
える集音器をイメージして昨年 11月に販売が始まりまし
た。「20年以上補聴器と集音器を開発・製造して来た
技術と経験に見合う外観をまとった製品です」と成沢社
長は瞳を輝かせて説明してくれました。
　アナログ方式にこだわり、片耳だけで使っても自然な
聞き心地で聞きやすく、音ズレ（時間差）を防止して疲
れにくい。そのうえワイヤレスなので、会話や講演会など
でも相手に集音器を使っていると感じさせないところが
大きな特徴です。
　「アピールがうまくない
のがうちの弱点。モニター
の協力で改良を重ねまし
た。広告や販売の専門家
にも手伝ってもらい、今後
は発信していきます」と成
沢社長は手塩にかけた製
品を世に広める熱い思い
を語ってくれました。

　「父・鴻がナカミチ（音響メーカー）を脱サラして
1991 年に創業した会社です。父とはあまり仲は良くな
かったのですが、父の考案した回路の発想はまねのでき
ないユニークなものでした」と語る成沢社長（52）。ゲー
ム制作会社に就職して、効果音など音の部分を支える
プログラマーとして昼夜を問わず働いたといいます。29
歳で同社に就職、2017年に代表取締役社長になりまし
た。
　オーディオファンなら誰もがあこがれたナカミチ。その
技術を支えた人材の多くがアドフォクスに現在も在職し、
独自の技術を駆使して補聴器や集音器など音の世界で
人 の々生活を支援しています。
　マイクで音を捉え、イヤホンで伝える。「サァーっとい
うノイズを小さくするよりも大事なことがあると先代は
言っていました」という成沢社長の前には、立体的に音
を記録出来ると音響のプロに愛用されている「バイノー
ラルマイク」と、深みのある塗装にこだわったというおしゃ
れな集音器「ヒアモア」が置かれていました。
　またトランスの技術や部品製作の優れたノウハウが同
社にはあるといいます。「火花が飛ばないためのコイルの
巻き方」は独自のコロナ放電試験機を生み出しました。
この技術は我々が日常お世話になっているインバーター
のエアコンやスマホ製品の検知機器としても諸外国から
高い評価を受け、音以外でも同社の売り上げを支える
一分野です。

〒198-0036　
東京都青梅市河辺町10-6-1 トミタワー 7F
TEL : 0428-24-6042 / FAX : 0428-24-6069
 e-mail : mail@adphox.co.jp
 URL : https://adphox.co.jp/

株式会社アドフォクス

バイノーラルマイク（BME-200）
イヤホンに見えますが、外側にマイ
クが入っていて、耳穴に入る音をそ
のまま録音できるマイクとして販売
している製品です

ヒアモア左右セット
ただ綺麗、ただ自然な音というレベルでは
なく、惚れるというレベルを目指した同社
の自信作

片耳69,300円（税込み）
両耳セット11 万 5,500 円（税込み）、10
日間の試聴有

コロナ放電試験機XT-350の外観
コロナ放電を電気的に検出する試
験機で、インバーター制御をする白
物家電のメーカーに多く採用されて
います

気
軽
に
、
お
し
ゃ
れ
に
を
目
指
し
た

ワ
イ
ヤ
レ
ス
集
音
器
「
ヒ
ア
モ
ア
」

ひとし
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西
多
摩
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
　
主
催
　

令
和
５
年
度
　
第
57
回
　
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

公
益
社
団
法
人
　
青
梅
法
人
会
　
会
長
賞

　
去
年
母
方
の
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
。
祖
母
は
い
な

い
の
で
母
が
祖
父
の
相
続
税
な
ど
の
手
続
き 

を

色
々
と
し
て
い
た
。
亡
く
な
っ
て
１
カ
月
以
上
、
と

に
か
く
手
続
き
が
多
く
て
難
し
い
ら
し
く
、 

母
が
頭

を
抱
え
て
悩
ん
で
い
た
姿
を
よ
く
目
に
し
た
。

　
父
は
自
営
業
だ
。 

こ
れ
か
ら
始
ま
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て
ネ
ッ
ト
で
色
々
調
べ
て
勉
強
を
し
て

い
た
が
、 

こ
ち
ら
も
複
雑
で
難
し
い
ら
し
く
父
も
ま

た
頭
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
た
。

　
消
費
税
は
僕
た
ち
に
も
身
近
で
あ
る
が
、
相
続
税
、

贈
与
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
、
と
に
か
く
も 

の
す

ご
い
種
類
の
税
金
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
る
。 

何
に

対
し
て
税
金
が
か
か
る
の
か
を
僕
は
ま 

だ
す
べ
て

理
解
で
き
て
い
な
い
が
、
父
と
母
が
頭
を
抱
え
て
悩

ん
で
い
る
姿
か
ら
想
像
す
る
に
、
き 

っ
と
分
か
り

に
く
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
て
も
日
本
に
は
た
く
さ
ん
の

制
度
が
あ
り
、 

そ
れ
ら
は
複
雑
で
分
か
り
に
く
そ
う

だ
。 

正
直
わ
ざ
と
分
か
り
に
く
く
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
く
ら
い
だ
。

　
僕
は
将
来
、
食
品
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
も
し
で
き
る
な
ら
、
何
年
か
修
行 

し
て
か
ら
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

自
分
の
店
に
は
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
も
の
も
作 

り
、

た
く
さ
ん
の
人
が
飲
食
で
き
、
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る
そ
ん
な
店
を
作
り
た
い
。
後
々 

は
従
業

員
も
雇
う
だ
ろ
う
。

　
先
日
、
交
通
費
に
も
税
金
を
か
け
る
と
い
う
話
が

出
て
そ
れ
に
対
し
て
「
日
本
人
や
め
た
い
」
と 

い

う
言
葉
が
ト
レ
ン
ド
入
り
し
た
。
そ
う
言
い
た
く
な

る
気
持
ち
も
分
か
る
。
こ
の
税
金
の
取
り
方 

ち
ょ
っ

と
な
い
だ
ろ
う
と
僕
に
で
も
分
か
る
。
店
を
経
営
し

た
ら
損
益
は
必
ず
考
え
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
国
も

も
っ
と
税
金
の
収
支
を
き
ち
ん
と
見
直
し
、
足
り
な

い
か
ら
と
国
民
か
ら
取
る
こ
と
ば
か
り
を
考
え
ず
節

約
す
る
こ
と
も
考
え
て
ほ
し
い
。

　
僕
は
自
分
の
店
を
持
ち
、
お
金
を
稼
ぐ
と
し
た
ら
、

税
金
の
勉
強
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、 

制
度
が

わ
か
り
に
く
い
と
い
う
の
は
困
る
。
知
ら
な
い
と
損

を
す
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
国
に 

は
も
う
少

し
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
税
の
制
度
を
簡

単
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の 

が
僕
の
希
望
だ
。

　
お
金
を
稼
い
で
儲
け
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な

い
。 

そ
う
す
る
こ
と
で
国
に
た
く
さ
ん
の
税 

金
が
入

り
経
済
が
回
る
。
僕
は
夢
を
実
現
し
た
く
さ
ん
お
金

を
稼
ぎ
、
た
く
さ
ん
税
金
を
払
う
。
だ 

か
ら
、
税

金
が
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
い
く
ら
使
わ
れ
て
い
る
の

か
を
誰
に
で
も
見
や
す
い
状
況
に 

し
て
も
ら
い
た

い
。
国
の
税
金
と
い
う
と
額
が
大
き
す
ぎ
て
把
握
す

る
の
も
大
変
で
あ
る
か
と
は 

思
う
が
、
人
々
が
一

生
懸
命
に
働
い
て
払
っ
て
い
る
税
金
を
大
切
に
有
効

に
使
っ
て
も
ら
い
た
い 

と
思
う
。

み
ん
な
の
た
め
に

瑞
穂
町
立 

瑞
穂
第
二
中
学
校
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青梅税務署からのお知らせ

税理士による無料申告相談【事前申込みが必要です】

青梅税務署職員による出張相談【事前申込みが必要です】

青梅税務署での申告書作成・相談【LINE による事前申込み・当日整理券配布】

【問合せ先】　〒198 - 8530　青梅市東青梅４－13－４　℡0428（22）3185（代表）
※お電話は、自動音声に従ってご用件の番号を選択いただくと、担当者がご用件にお答えします。

期　　　間
瑞穂町役場 1 階

あきる野市　五日市出張所（２階会議室）
あきる野ルピア（３階ルピアホール）

日の出町役場（3 階第 1・第 2 会議室）
羽村市役所（東庁舎４階会議室）
福生市役所（第１棟２階会議室）

瑞穂町大字箱根ヶ崎 2335
あきる野市五日市 411
あきる野市秋川 1-8
日の出町平井 2780
羽村市緑ケ丘 5-2-1

福生市本町５

1 月３1 日（水）～2 月１日（木）
2 月１日（木）～2 月 2 日（金）
2 月 6 日（火）～2 月８日（木）

2 月 2 日（金）
2 月 5 日（月）～2 月９日（金）

2 月 9 日（金）～2 月 15 日（木）

会　　　場 所　在　地

●オンラインによる事前申込【必須事項】は、令和 6年１月 10日（水）から可能となります。
　詳細につきましては、右記事前申込サイトを参照願います。
●電話による事前申込【必須事項】は、令和 6年１月 10日（水）から可能となります。
【事前申込専用番号：03-6745-6346】( 受付時間：平日午前９時～午後 4時）
オペレーターに「管轄の税務署（青梅税務署）」「ご希望の会場及び相談日時」
「ご相談者の氏名・電話番号」をお伝えください。
※事前申込専用番号以外での電話申込は受け付けておりません。

事前申込サイト

期　　間

２月 13 日 ( 火 )

２月 14 日 ( 水 )

会　　場

奥多摩町役場（地下１階会議室）

檜原村役場（３階 301 会議室）

所　　在　　地

奥多摩町氷川 215-6

檜原村 467-1

申　込　先
0428-83-2190（奥多摩町役場）

受付開始 2 月 1 日（木）午前９時～
042-598-1011（檜原村役場）

受付開始 1 月 4 日（木）午前９時～

開　設　期　間

令和６年２月１6 日（金）
～３月 15 日（金）

※土、日及び祝日を除く。

会　　場

青梅税務署
(２月 25 日 ( 日 ) は立川税務署で

のみ相談・受付を行います。)

所　在　地

青梅市
東青梅 4-13-4

【受付】
午前８時 30 分～午後４時まで

（提出所は午後 5 時まで）
【相談】
午前９時から～午後４時まで

時　　間

※令和 6 年 1 月 10 日（水）から
　予約受付開始

注）税理士による無料申告相談の対象者は、小規模納税者 ( 事業所得、不動産所得または雑所得を有する方のうち、所得金額が
300 万円以下の方 ) です。土地、建物及び株式の譲渡所得の申告がある方は青梅税務署での申告作成・相談をご利用ください。

https://coubic.com/o
mezei/booking_pages
#pageContent

LINE で「入場整理券」の事前発行はこちらから
LINE アプリで国税庁の公式 LINE アカウントを友だち追加してください。

申告作成は
こちらから！

確定申告は、ご自宅でスマホ
による申告がおすすめです！

  



西
多
摩
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
　
主
催
　

令
和
５
年
度
　
第
57
回
　
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

公
益
社
団
法
人
　
青
梅
法
人
会
　
会
長
賞

　
去
年
母
方
の
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
。
祖
母
は
い
な

い
の
で
母
が
祖
父
の
相
続
税
な
ど
の
手
続
き 

を

色
々
と
し
て
い
た
。
亡
く
な
っ
て
１
カ
月
以
上
、
と

に
か
く
手
続
き
が
多
く
て
難
し
い
ら
し
く
、 
母
が
頭

を
抱
え
て
悩
ん
で
い
た
姿
を
よ
く
目
に
し
た
。

　
父
は
自
営
業
だ
。 

こ
れ
か
ら
始
ま
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て
ネ
ッ
ト
で
色
々
調
べ
て
勉
強
を
し
て

い
た
が
、 

こ
ち
ら
も
複
雑
で
難
し
い
ら
し
く
父
も
ま

た
頭
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
た
。

　
消
費
税
は
僕
た
ち
に
も
身
近
で
あ
る
が
、
相
続
税
、

贈
与
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
、
と
に
か
く
も 

の
す

ご
い
種
類
の
税
金
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
る
。 

何
に

対
し
て
税
金
が
か
か
る
の
か
を
僕
は
ま 

だ
す
べ
て

理
解
で
き
て
い
な
い
が
、
父
と
母
が
頭
を
抱
え
て
悩

ん
で
い
る
姿
か
ら
想
像
す
る
に
、
き 

っ
と
分
か
り

に
く
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
て
も
日
本
に
は
た
く
さ
ん
の

制
度
が
あ
り
、 

そ
れ
ら
は
複
雑
で
分
か
り
に
く
そ
う

だ
。 

正
直
わ
ざ
と
分
か
り
に
く
く
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
く
ら
い
だ
。

　
僕
は
将
来
、
食
品
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
も
し
で
き
る
な
ら
、
何
年
か
修
行 

し
て
か
ら
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

自
分
の
店
に
は
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
も
の
も
作 

り
、

た
く
さ
ん
の
人
が
飲
食
で
き
、
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る
そ
ん
な
店
を
作
り
た
い
。
後
々 

は
従
業

員
も
雇
う
だ
ろ
う
。

　
先
日
、
交
通
費
に
も
税
金
を
か
け
る
と
い
う
話
が

出
て
そ
れ
に
対
し
て
「
日
本
人
や
め
た
い
」
と 

い

う
言
葉
が
ト
レ
ン
ド
入
り
し
た
。
そ
う
言
い
た
く
な

る
気
持
ち
も
分
か
る
。
こ
の
税
金
の
取
り
方 

ち
ょ
っ

と
な
い
だ
ろ
う
と
僕
に
で
も
分
か
る
。
店
を
経
営
し

た
ら
損
益
は
必
ず
考
え
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
国
も

も
っ
と
税
金
の
収
支
を
き
ち
ん
と
見
直
し
、
足
り
な

い
か
ら
と
国
民
か
ら
取
る
こ
と
ば
か
り
を
考
え
ず
節

約
す
る
こ
と
も
考
え
て
ほ
し
い
。

　
僕
は
自
分
の
店
を
持
ち
、
お
金
を
稼
ぐ
と
し
た
ら
、

税
金
の
勉
強
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、 

制
度
が

わ
か
り
に
く
い
と
い
う
の
は
困
る
。
知
ら
な
い
と
損

を
す
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
国
に 

は
も
う
少

し
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
税
の
制
度
を
簡

単
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の 

が
僕
の
希
望
だ
。

　
お
金
を
稼
い
で
儲
け
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な

い
。 

そ
う
す
る
こ
と
で
国
に
た
く
さ
ん
の
税 

金
が
入

り
経
済
が
回
る
。
僕
は
夢
を
実
現
し
た
く
さ
ん
お
金

を
稼
ぎ
、
た
く
さ
ん
税
金
を
払
う
。
だ 

か
ら
、
税

金
が
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
い
く
ら
使
わ
れ
て
い
る
の

か
を
誰
に
で
も
見
や
す
い
状
況
に 

し
て
も
ら
い
た

い
。
国
の
税
金
と
い
う
と
額
が
大
き
す
ぎ
て
把
握
す

る
の
も
大
変
で
あ
る
か
と
は 

思
う
が
、
人
々
が
一

生
懸
命
に
働
い
て
払
っ
て
い
る
税
金
を
大
切
に
有
効

に
使
っ
て
も
ら
い
た
い 

と
思
う
。

み
ん
な
の
た
め
に

瑞
穂
町
立 

瑞
穂
第
二
中
学
校

　

 

三
学
年 

　末
吉 

来
楓

す
え
よ
し

　ら
い
ふ

青梅税務署からのお知らせ

税理士による無料申告相談【事前申込みが必要です】

青梅税務署職員による出張相談【事前申込みが必要です】

青梅税務署での申告書作成・相談【LINE による事前申込み・当日整理券配布】

【問合せ先】　〒198 - 8530　青梅市東青梅４－13－４　℡0428（22）3185（代表）
※お電話は、自動音声に従ってご用件の番号を選択いただくと、担当者がご用件にお答えします。

期　　　間
瑞穂町役場 1 階

あきる野市　五日市出張所（２階会議室）
あきる野ルピア（３階ルピアホール）

日の出町役場（3 階第 1・第 2 会議室）
羽村市役所（東庁舎４階会議室）
福生市役所（第１棟２階会議室）

瑞穂町大字箱根ヶ崎 2335
あきる野市五日市 411
あきる野市秋川 1-8
日の出町平井 2780
羽村市緑ケ丘 5-2-1

福生市本町５

1 月３1 日（水）～2 月１日（木）
2 月１日（木）～2 月 2 日（金）
2 月 6 日（火）～2 月８日（木）

2 月 2 日（金）
2 月 5 日（月）～2 月９日（金）

2 月 9 日（金）～2 月 15 日（木）

会　　　場 所　在　地

●オンラインによる事前申込【必須事項】は、令和 6年１月 10日（水）から可能となります。
　詳細につきましては、右記事前申込サイトを参照願います。
●電話による事前申込【必須事項】は、令和 6年１月 10日（水）から可能となります。
【事前申込専用番号：03-6745-6346】( 受付時間：平日午前９時～午後 4時）
オペレーターに「管轄の税務署（青梅税務署）」「ご希望の会場及び相談日時」
「ご相談者の氏名・電話番号」をお伝えください。
※事前申込専用番号以外での電話申込は受け付けておりません。

事前申込サイト

期　　間

２月 13 日 ( 火 )

２月 14 日 ( 水 )

会　　場

奥多摩町役場（地下１階会議室）

檜原村役場（３階 301 会議室）

所　　在　　地

奥多摩町氷川 215-6

檜原村 467-1

申　込　先
0428-83-2190（奥多摩町役場）

受付開始 2 月 1 日（木）午前９時～
042-598-1011（檜原村役場）

受付開始 1 月 4 日（木）午前９時～

開　設　期　間

令和６年２月１6 日（金）
～３月 15 日（金）

※土、日及び祝日を除く。

会　　場

青梅税務署
(２月 25 日 ( 日 ) は立川税務署で

のみ相談・受付を行います。)

所　在　地

青梅市
東青梅 4-13-4

【受付】
午前８時 30 分～午後４時まで

（提出所は午後 5 時まで）
【相談】
午前９時から～午後４時まで

時　　間

※令和 6 年 1 月 10 日（水）から
　予約受付開始

注）税理士による無料申告相談の対象者は、小規模納税者 ( 事業所得、不動産所得または雑所得を有する方のうち、所得金額が
300 万円以下の方 ) です。土地、建物及び株式の譲渡所得の申告がある方は青梅税務署での申告作成・相談をご利用ください。

https://coubic.com/o
mezei/booking_pages
#pageContent

LINE で「入場整理券」の事前発行はこちらから
LINE アプリで国税庁の公式 LINE アカウントを友だち追加してください。

申告作成は
こちらから！

確定申告は、ご自宅でスマホ
による申告がおすすめです！
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　西多摩の各地域で受け継がれてきた貴重な民俗芸能や文化
などをご紹介する『西多摩の伝統を訪ねて』のコーナー。第３回
は、あきる野市の「菅生歌舞伎」と奥多摩町の「川野車人形」です。
希少な伝統芸能を次世代に伝えるべく活動を続ける地元の方に
お話を伺いました。

「
菅
生
の
組
立
舞
台
」が
誕
生
。１
９
３
５

（
昭
和
10
）年
に
、地
元
の
青
年
た
ち
が
芝
居

一
座
・
栗
沢
一
座
の
指
導
で「
菅
生
歌
舞
伎
」

を
初
公
演
。現
在
は「
菅
生
歌
舞
伎 

菅
生
一

座
」（
竹
内
金
枝
座
長
）が
、９
月
の
例
大
祭

に
合
わ
せ
て
隔
年
で
奉
納
公
演
を
行
い
、間

の
年
は
１
８
８
８（
明
治
21
）年
に
建
て
ら

れ
た
旧
家
の
母
屋
を
舞
台
に
上
演
し
て
い

ま
す
。

　
奉
納
公
演
の
際
は「
菅
生
組
立
舞
台
保
存

会
」が
約
2
0
0
本
の
丸
太
を
組
み
立
て
て

舞
台
を
つ
く
り
ま
す
。１
９
７
５（
昭
和
50
）

年
に
、「
菅
生
の
組
立
舞
台
」が
都
の
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
。２
０
１
４（
平
成
26
）年

に
は
、「
菅
生
歌
舞
伎
」が
都
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。菅
生
一
座
は
、

２
０
０
４（
平
成
16
）年
に
菅
生
町
内
会
の

下
部
組
織
と
し
て
発
足
。衣
装
や
か
つ
ら
、

大
道
具
に
至
る
ま
で
す
べ
て
手
作
り
で
用

意
し
て
い
ま
す
。会
費
の
ほ
か
に
、活
動
資

金
を
集
め
る
た
め
、町
内
の
資
源
回
収
を
毎

月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
50
年
以
上
菅
生
歌
舞
伎
に
携
わ
り
、一
座

の
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
た
前
座
長
の
野
口

金
雄
さ
ん
は「
約
20
年
前
に
〝
す
べ
て
手
作

り
〞
の
一
座
と
し
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
。秩

父
歌
舞
伎
正
和
会
を
は
じ
め
、各
団
体
の
師

匠
方
の
師
事
を
受
け
て
稽
古
し
て
き
ま
し

た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。２
年
前
に

座
長
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
い
だ
竹
内
さ
ん

は「
30
年
ほ
ど
前
に
地
元
へ
戻
っ
て
き
た
と

き
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
が
明

け
て
、こ
れ
か
ら
色
々
な
場
所
で
披
露
で
き

た
ら
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
奥
多
摩
町
川
野
地
区
に
伝
わ
る
人
形
芝

居「
川
野
車
人
形
」は
、昨
年
、国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。太
夫

が
語
る
説
経
節
と
三
味
線
に
合
わ
せ
て
、

「
ろ
く
ろ
車
」と
呼
ば
れ
る
箱
型
の
台
車
に

腰
か
け
た
人
形
遣
い
が
一
人
で
一
体
の
人
形

を
操
る
人
形
芝
居
で
、1
9
5
2（
昭
和

27
）年
に
都
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
。

こ
れ
を
受
け
て
、保
存
会
を
結
成
し
、定
期

公
演
や
特
別
公
演
を
継
続
し
て
き
ま
し

た
。過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、技
の

継
承
が
難
し
く
な
る
中
、22
年
前
に
地
元

の
小
学
校
教
員
が
保
存
会
の
協
力
を
得
て「
川
野
車

人
形
子
供
教
室
」を
立
ち
上
げ
、地
域
の
子
供
た
ち

に
技
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　
子
供
教
室
を
き
っ
か
け
に
現
在
も
活
動
を
続
け

て
い
る
清
原
志
歩
さ
ん（
大
学
３
年
生
）は「
初
め
は

人
形
に
女
性
ら
し
い
動
き
を
さ
せ
る
の
が
難
し

か
っ
た
。稽
古
を
続
け
る
中
で
、だ
ん
だ
ん
と
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」と
し
、ま
た「
大
学
で

文
化
人
類
学
を
学
び
、人
々
が
大
切
に
し
て
き
た
こ

と
や
、他
人
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

ど
う
し
て
大
切
に
し
た
い
と
思
う
の
か
を
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
語
り
ま
す
。

　
保
存
会
の
河
村
良
知
会
長
は「
舞
台
公
演
な
ど
に

は
、遠
く
四
国
や
都
内
の
子
供
教
室
卒
業
生
が
駆

け
つ
け
て
く
れ
て
嬉
し
い
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
今
年
３
月
に
は
、川
野
生
活
館
で
の
定
期
公
演
、

水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
で
の
特
別
公
演
の
ほ
か
、文

京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル（
文
京
区
）で
行
わ
れ
る
都
民
芸

能
大
会
へ
の
出
演
が
決
定
し
、「
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

車
人
形
に
触
れ
て
ほ
し
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
あ
き
る
野
市
菅
生
の
鎮
守
正
勝

神
社
に
奉
納
さ
れ
る「
菅
生
歌
舞

伎
」は
、地
域
住
民
の
手
で
伝
承
さ

れ
て
い
る
農
村
歌
舞
伎
で
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
奉
納
さ
れ
て
い

た
獅
子
舞
に
代
わ
り
、組
み
立
て

式
の
舞
台
を
つ
く
っ
て
芝
居
を
呼

ぼ
う
と
１
９
０
９（
明
治
42
）年
に

菅生歌舞伎
(あきる野市)

川野車人形
(奥多摩町)

奉納公演の最後には「菅生の組立舞台」上で裏方含め座員みんなで手締め

「白浪五人男～稲瀬川勢揃いの場～」（子ども版）
２
０
２
３
年
３
月
国
指
定
記
念
公
演
　

　
　
　日
向
景
清
一
代
記
よ
り
「
人
丸
姫
道
行
の
段
」

「寿曾我対面～工藤館の場～」

「
傾
城
阿
波
の
鳴
戸

　
　
　〜
お
鶴
巡
礼
歌
の
段
〜
」

定期公演は常設の車人形専用舞台で演じられる。
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　西多摩の各地域で受け継がれてきた貴重な民俗芸能や文化
などをご紹介する『西多摩の伝統を訪ねて』のコーナー。第３回
は、あきる野市の「菅生歌舞伎」と奥多摩町の「川野車人形」です。
希少な伝統芸能を次世代に伝えるべく活動を続ける地元の方に
お話を伺いました。

「
菅
生
の
組
立
舞
台
」が
誕
生
。１
９
３
５

（
昭
和
10
）年
に
、地
元
の
青
年
た
ち
が
芝
居

一
座
・
栗
沢
一
座
の
指
導
で「
菅
生
歌
舞
伎
」

を
初
公
演
。現
在
は「
菅
生
歌
舞
伎 

菅
生
一

座
」（
竹
内
金
枝
座
長
）が
、９
月
の
例
大
祭

に
合
わ
せ
て
隔
年
で
奉
納
公
演
を
行
い
、間

の
年
は
１
８
８
８（
明
治
21
）年
に
建
て
ら

れ
た
旧
家
の
母
屋
を
舞
台
に
上
演
し
て
い

ま
す
。

　
奉
納
公
演
の
際
は「
菅
生
組
立
舞
台
保
存

会
」が
約
2
0
0
本
の
丸
太
を
組
み
立
て
て

舞
台
を
つ
く
り
ま
す
。１
９
７
５（
昭
和
50
）

年
に
、「
菅
生
の
組
立
舞
台
」が
都
の
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
。２
０
１
４（
平
成
26
）年

に
は
、「
菅
生
歌
舞
伎
」が
都
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。菅
生
一
座
は
、

２
０
０
４（
平
成
16
）年
に
菅
生
町
内
会
の

下
部
組
織
と
し
て
発
足
。衣
装
や
か
つ
ら
、

大
道
具
に
至
る
ま
で
す
べ
て
手
作
り
で
用

意
し
て
い
ま
す
。会
費
の
ほ
か
に
、活
動
資

金
を
集
め
る
た
め
、町
内
の
資
源
回
収
を
毎

月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
50
年
以
上
菅
生
歌
舞
伎
に
携
わ
り
、一
座

の
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
た
前
座
長
の
野
口

金
雄
さ
ん
は「
約
20
年
前
に
〝
す
べ
て
手
作

り
〞
の
一
座
と
し
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
。秩

父
歌
舞
伎
正
和
会
を
は
じ
め
、各
団
体
の
師

匠
方
の
師
事
を
受
け
て
稽
古
し
て
き
ま
し

た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。２
年
前
に

座
長
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
い
だ
竹
内
さ
ん

は「
30
年
ほ
ど
前
に
地
元
へ
戻
っ
て
き
た
と

き
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
が
明

け
て
、こ
れ
か
ら
色
々
な
場
所
で
披
露
で
き

た
ら
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
奥
多
摩
町
川
野
地
区
に
伝
わ
る
人
形
芝

居「
川
野
車
人
形
」は
、昨
年
、国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。太
夫

が
語
る
説
経
節
と
三
味
線
に
合
わ
せ
て
、

「
ろ
く
ろ
車
」と
呼
ば
れ
る
箱
型
の
台
車
に

腰
か
け
た
人
形
遣
い
が
一
人
で
一
体
の
人
形

を
操
る
人
形
芝
居
で
、1
9
5
2（
昭
和

27
）年
に
都
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
。

こ
れ
を
受
け
て
、保
存
会
を
結
成
し
、定
期

公
演
や
特
別
公
演
を
継
続
し
て
き
ま
し

た
。過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、技
の

継
承
が
難
し
く
な
る
中
、22
年
前
に
地
元

の
小
学
校
教
員
が
保
存
会
の
協
力
を
得
て「
川
野
車

人
形
子
供
教
室
」を
立
ち
上
げ
、地
域
の
子
供
た
ち

に
技
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　
子
供
教
室
を
き
っ
か
け
に
現
在
も
活
動
を
続
け

て
い
る
清
原
志
歩
さ
ん（
大
学
３
年
生
）は「
初
め
は

人
形
に
女
性
ら
し
い
動
き
を
さ
せ
る
の
が
難
し

か
っ
た
。稽
古
を
続
け
る
中
で
、だ
ん
だ
ん
と
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」と
し
、ま
た「
大
学
で

文
化
人
類
学
を
学
び
、人
々
が
大
切
に
し
て
き
た
こ

と
や
、他
人
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

ど
う
し
て
大
切
に
し
た
い
と
思
う
の
か
を
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
語
り
ま
す
。

　
保
存
会
の
河
村
良
知
会
長
は「
舞
台
公
演
な
ど
に

は
、遠
く
四
国
や
都
内
の
子
供
教
室
卒
業
生
が
駆

け
つ
け
て
く
れ
て
嬉
し
い
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
今
年
３
月
に
は
、川
野
生
活
館
で
の
定
期
公
演
、

水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
で
の
特
別
公
演
の
ほ
か
、文

京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル（
文
京
区
）で
行
わ
れ
る
都
民
芸

能
大
会
へ
の
出
演
が
決
定
し
、「
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

車
人
形
に
触
れ
て
ほ
し
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
あ
き
る
野
市
菅
生
の
鎮
守
正
勝

神
社
に
奉
納
さ
れ
る「
菅
生
歌
舞

伎
」は
、地
域
住
民
の
手
で
伝
承
さ

れ
て
い
る
農
村
歌
舞
伎
で
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
奉
納
さ
れ
て
い

た
獅
子
舞
に
代
わ
り
、組
み
立
て

式
の
舞
台
を
つ
く
っ
て
芝
居
を
呼

ぼ
う
と
１
９
０
９（
明
治
42
）年
に

菅生歌舞伎
(あきる野市)

川野車人形
(奥多摩町)

奉納公演の最後には「菅生の組立舞台」上で裏方含め座員みんなで手締め

「白浪五人男～稲瀬川勢揃いの場～」（子ども版）
２
０
２
３
年
３
月
国
指
定
記
念
公
演
　

　
　
　日
向
景
清
一
代
記
よ
り
「
人
丸
姫
道
行
の
段
」

「寿曾我対面～工藤館の場～」

「
傾
城
阿
波
の
鳴
戸

　
　
　〜
お
鶴
巡
礼
歌
の
段
〜
」

定期公演は常設の車人形専用舞台で演じられる。
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羽村東西支部
日帰りバス研修

10/23

三島スカイウォーク　富士スピードウェイ

青梅法人会　活動レポート［2023 年 9-12 月］

税に関する“絵はがきコンクール”　
東海大学菅生高等学校 吹奏楽部　ファミリーコンサート

10/9

全国大会　群馬大会10/18

税制改正要望陳情活動

10/29

11/9 -10 全国青年の集い 山形大会

10/14-15 日の出町 奥多摩町10/28-29

11/11-12

瑞穂町

11/11-12 あきる野市羽村市

青梅市

瑞穂町11/４-５

ミニタックス広場 ミニタックス広場 ミニタックス広場

ミニタックス広場 ミニタックス広場 ミニタックス広場

瑞穂第一支部
日帰りバス旅行

福生支部
日帰りバス旅行

11/25 11/14

【参加者インタビュー】
　●こういうイベントにはよく参加されますか？
　　・チケットが手に入れば
　　・自分が興味のある催しには参加している

　●参加の理由は？　　　　　　　　　　　　　　　
　　・会場が近かったので
　　・菅生高校の演奏を是非聞いてみたかった
　　・家族が出演するので

　●どんなところが良かったですか？
　　・演奏が素晴らしかった
　　・コンサート内の司会が高校生らしくてとても良かった
　　・ダンスや部員全員の歌があり、楽しませてもらった
　　・迫力があった

●広報委員レポート ( 女性部会 白井順子 )

　開場前から多くのお客様が受付に並び、皆さんの期待の大き
さがわかりました。素晴らしい演奏と高校生らしい進行で会場
は常に温かい雰囲気に包まれていました。コンサートの最後は
部員全員で手話付きの歌を披露。会場には目頭を押さえる女性
の姿も見られました。コロナ禍で思うように練習が出来ないこ
ともあっただろうと想像しましたが、それを感じさせない素晴
らしい演奏に、心から拍手を送りたい。

(於）福生市民会館大ホール

(於）やまぎん県民ホール(於）高崎芸術劇場

(於）高崎芸術劇場

(於）イオンモール日の出 駐車場 (於）登計原山運動場 (於）青梅市役所駐車場

(於）富士見公園 (於）都立秋留台公園 (於）ビューパーク競技場

忍野八海    三島スカイウォーク

青年部会
租税教室

11/18

三島スカイウォーク　三津シーパラダイス　

(於）瑞穂四小

女性部会
日帰りバス旅行

10/27

東京宝塚劇場　他

http://www.ome-hojinkai.or.jp/

事業の詳細を
青梅法人会広報Blog から
ご覧いただけます

▲広報ブログ▲公式サイト

法人会活動に
ぜひ
ご参加ください！
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x
元気な毎日を過ごすためのポイント

新町クリニック  所長

今回の
テーマ

神應 知道

健康
にアプローチ

　「青梅市の子宮頸がんを撲滅します！」と掲げ
て、早くも 4ヶ月が経過しました。今回は、私
がこの使命を掲げた背景を共有し、皆さんにそ
のロジックを理解いただき、共にこの取り組み
に参加していただきたいと思い、投稿させてい
ただきます。
　ますます注目を浴びる子宮頸がん撲滅のため
には、徹底的なヒトパピローマウィルス（以下
HPV）ワクチン接種と子宮がん検診が不可欠で
す。WHO が提示するシミュレーションによれ
ば、これらの対策によって子宮頸がんを撲滅で
きるとの見解が示されています。
　このロジックの要点を簡単に説明します。子
宮頸がんの原因は、性的接触によって子宮頸部
に感染する HPV ウィルスです。しかし、感染
しても 90％の人は自己免疫でウィルスを排除し
ます。残りの 10％に感染が持続し、これが異形
成を引き起こし、最終的に子宮頸がんに進行す
ることが知られています。要するに、ワクチン
と検診によって感染を防ぎ、異形成を処理でき
れば、子宮頸がんの発症を防ぐことができます。

　注目すべきは、「ワクチン」と「検診」のキーワー
ドです。これらは新町クリニックがカバーする
領域であり、さらに免疫力を高めることも重要
です。私は今回のコロナ禍から免疫力向上のた
めのアクション（喰う・寝る・ポジティブ・よ
く動いて・よく笑う・節酒に禁煙・基礎疾患の
コントロール）が役立つことを知り、実践して
きております。これらのことから子宮頸がん撲
滅は新町クリニックとしての使命だとスイッチ
が入った次第です。
　新町クリニックは「青梅市子宮頸がん撲滅プ
ロジェクト」を立ち上げ、知識共有を行い、
HPV ワクチン接種と子宮頸がん検診の受診を促
進するための戦略を展開しています。青梅市内
の医療機関との連携強化、青梅市役所健康課と
の協力、産業医契約先への啓発活動、青梅市内
中学生へのがん教育など、幅広い方策を通じて
多くの人々と連携し、このムーブメントを広げ
ています。原稿をお読みいただいている皆様に
も、ぜひご協力いただけることを願っています。
　最後に、HPV ワクチンと子宮頸がん検診に関
する情報を共有していますので、アクセスして
みてくださいね！

青梅市子宮頸がん撲滅に向けた
　　　　　　　　新町クリニックの挑戦
青梅市子宮頸がん撲滅に向けた
　　　　　　　　新町クリニックの挑戦

地
元
の

お
す
す
め 

飲
食
店

〜
法
人
会
推
薦
〜

　元
寿
司
職
人
の
若
林
研
二
さ
ん

(56)
が
営

む
「
び
す
と
ろ 

う
の
花
」
は
、
海
鮮
料
理

を
中
心
に
、
新
鮮
な
素
材
を
職
人
の
技
術

で
堪
能
で
き
る
創
作
居
酒
屋
。
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
飲
食
店
で
磨
い
た
腕

　
青
梅
市
出
身
の
若
林
さ
ん
は
、
中
学
卒
業
後
、

八
王
子
市
の
寿
司
店
で
13
年
間
修
業
し
ま
し
た
。

「
は
じ
め
は
店
の
外
で
仕
込
み
や
皿
洗
い
を
続
け

る
毎
日
で
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

寿
司
職
人
と
し
て
一
人
前
に
な
る
と
、「
寿
司
だ

け
で
は
食
っ
て
い
け
な
い
。
ほ
か
の
料
理
も
勉

強
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
、

和
食
や
イ
タ
リ
ア
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
飲
食
店
で
働
き
、
料
理
人
と
し
て
の
腕
を

磨
い
て
き
ま
し
た
。

　
福
生
駅
西
口
の
海
鮮
居
酒
屋
で
働
い
て
い
る

と
き
に
、「
ス
ナ
ッ
ク
を
経
営
し
て
い
る
人
が
、

う
の
花
の
店
舗
で
別
の
飲
食
店
を
し
て
い
た
。

そ
の
店
を
閉
め
る
の
で
、
新
し
く
店
を
出
さ
な

い
か
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
い
つ
か
は
自
分
の

店
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
い
い
タ

イ
ミ
ン
グ
か
な
と
思
い
切
っ
て
独
立
し
ま
し
た
」

と
、
７
年
前
に
「
び
す
と
ろ 

う
の
花
」
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

特
別
な
時
間
を
提
供

　「
い
い
も
の
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
場
所
に
し
た
い
」
と
話
す
若
林
さ
ん
。
カ
ウ

ン
タ
ー
前
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
は
、
旬
の
魚

や
当
日
入
荷
し
た
地
魚
、
地
鶏
な
ど
の
〝
本
日

の
お
す
す
め
〞
が
並
び
ま
す
。
職
人
ら
し
く「
技

術
は
見
て
盗
み
ま
し
た
」
と
い
う
う
な
ぎ
の
蒲

焼
き
は
、
自
分
の
手
で
さ
ば
き
、
炭
火
で
焼
き

上
げ
る
こ
だ
わ
り
の
逸
品
で
す
。

　
材
料
が
あ
れ
ば
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
料
理
も
作

る
そ
う
で
、「
お
客
さ
ま
が
求
め
て
い
る
も
の
、

幅
広
い
要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
。
ご
予
約
い

た
だ
け
れ
ば
、
ラ
ン
チ
営
業
も
し
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。
ま
た
、「
メ
イ
ン
は
刺
身
や
煮
つ
け
で

す
が
、
魚
以
外
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
の
で
、
魚

が
苦
手
な
人
で
も
気
軽
に
来
て
ほ
し
い
で
す
」

と
笑
顔
で
呼
び
か
け
ま
す
。

法
人
会
が
、
お
す
す
め
の
店
舗
や
食
の
情
報

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
福
生
市
福
生
の
「
び
す
と
ろ 

う
の
花
」
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ａ
を
見
て
来
店
さ
れ
た
方
に
は
、

マ
ス
タ
ー
か
ら
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
！

※

予
告
な
く
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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青梅法人会　新入会員のご紹介 ( 令和 5 年 8 月〜 12 月 )　

編
集
後
記

　新春を迎え、法人会広報誌「KODAMA」の新年号を
お手に取っていただき心より感謝申し上げます。
　辰年は活気とチャレンジの年だそうです。 昨年は菊
池新会長が就任され、「KODAMA」も新体制のもと、 
エネルギーに満ちて、読者の皆様に新たなインスピ
レーションと希望をお届けできます様に努力をして参
ります。
　今後も広報活動の重要性を心に留め、 一年間歩みを
共にさせていただければ、 青梅法人会は一層の発展を
遂げられるものと確信をしています。 是非会員の皆 様
にも紙面づくりにご参加をして頂きます様お願いしま
す。
　新しい年が私達にとって素晴らしい冒険となります
ように！今号をお楽しみ 下されば幸いです。

（広報担当副会長　岩田　雅行）

2023.12.14 　広報委員会後の懇親会にて

2024 年も広報活動への
皆様のご意見ご希望などお聞かせください。
　　　　　　　　　　　　　　広報委員会

所属支部名 事業所名 代表者名 業 種

青梅第一
㈱ いずも 鴻井　紀男 サバイバルゲームフィールド

㈲こだ まアート 宮田　 陽司 アート作品企画制作

青梅第二 ( 一 社 ) I w a k u r a  E x p e r i e n c e 本橋　大輔 観光事業

青梅東部

h a i r C 2 村上　重雄 理美容業

㈱ ソー ケン 須嵜　　弓 プラスチック製品製造

㈱ 泰 尚 小美野原市 不動産業

青梅西部 行 政 書 士 清 水 洋 一 事 務 所 清水　洋一 行政書士業

青梅南部 エ ムツー システム 長瀬　幹雄 防犯機器設置工事

奥多摩
G o t t a  C o f f e e 羽角　嘉晃 飲食業

㈱ 卵 道 伊藤　義朗 飲食業

福生

び すとろうの 花 若林　研二 飲食店

こだ まアート 宮田絵里沙 建物の傷の補修

合 同 会 社 K S デ ンタル ラボ 佐藤　公和 歯科技師

片 岡 行 政 書 士事 務 所 片岡　節子 行政書士業務

羽村東
にしたま司 法 書 士事 務 所 髙橋　良太 司法書士業務

セキュリティプロフェッショナル ㈱ 山崎　　友 警備業

羽村西
㈱ サンカラミクスチャー 横山　淳一 内装・電気工事

N a i l  S a l o n  S t e l l a 津川　芳乃 ネイルサロン

瑞穂第一
山 﨑 美 佐 子 山﨑美佐子 不動産管理

㈱ 土 田 製 作 所 土田　秀幸 金属精密加工

瑞穂第二 ㈱ ホレスト 林　　利浩 運送業

秋川

T K D アカデミー 武田　哲郎 学習支援業

㈲ あきる野 精 密 鈴木　好紀 製造業

㈲ 青 木 商 事 安田身江子 商社 ( 小売等 )

㈱ アイプランニング 井草　　誠 不動産業・リフォーム業

㈱ K M A コーポレ ー ション 神田　　保 不動産業
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法人会からのお知らせ法人会からのお知らせ

■ 青梅法人会の健康診断 ■ 「社員研修」のご案内

■第１３回通常総会

青梅法人会では、法人会厚生制度指定施設協力
の も と、法 定 定 期 健 康 診 断 は も ち ろ ん、が ん 検 診

（PET・CT 検査）・脳 MR 検査・人間ドック・成人病検
診など、会員特別価格で提供しています。

青梅法人会では毎年４月に行っている社員研
修を下記日程にて行います。４月入社された新人社
員様や、既に社会人として活躍されている方も社会人と
してのマナーのレベルアップが図れる短期集中型のセミ
ナーです。今回は 50 名様限定での開催となりますので、
お早めのお申込みをお待ちしております。①法定定期健康診断　→　9,130 円（税込）～　 

②人間ドック　→　48,000 円（税込）～
③PET-CT による全身がん検診　→　66,000 円 ( 税込）～
④人間ドック + 総合脳ドック　→　67,650 円 ( 税込）～
⑤PET-CT+ 脳 MR 検査コース　→　82,500 円 ( 税込）～　
⑥人間ドック +PET-CT　→　140,800 円 ( 税込）～

詳しくは法人会事務局までお問い合わせください。

▲

青梅法人会ホームページ
　　健康診断／人間ドッグ

講演会
お申込み 

▲

本国の財政、食料、エネルギー、防衛、教育、外交などどれも国
の存続にかかわる重要な課題です。これらを他国や政治家、官僚
任せにせず、国民一人一人が考え、明確なビジョンを持つことが
民主主義の第一歩です。世界から平和ボケといわれている日本人。
その原因のひとつは戦後間もないころの GHQ の政策にあるとい
うのは、日本に 40 年住み、日本が大好きなケント・ギルバート
氏です。日本人として今何をすべきかをお聞きします。

会員
特典

会員
特典

会員
特典

開催日 
令和 :６年４月３日（水）９：３０～１６：００
令和 :６年４月４日（木）９：３０～１６：００
会 場 : 青梅法人会 研修センター （青梅市河辺町 5-14-2）
参 加 費 :2,000 円 / 名（非会員の場合は 4,000 円  / 名）
応募人数 : 先着 50 名 ※定員になり次第締切させて頂きます

▲

お申込みは
　  QR コードからでもできます！！

公益社団法人青梅法人会 事務局　T E L  0 4 2 8 - 2 4 - 8 8 6 3

会　場：プリモホールゆとろぎ
　　　　　（羽村市生涯学習センター）

　　　　大ホール
開　場：13：30　
開　演：14：０0
参加費：無料

定員 : 500 名（自由席）

 

▲

ケント・ギルバート氏の公式ＨＰ

講 師　ケント・ギルバート 氏

素晴らしい国、
日本の自立と覚醒を待望する

2 / 6 ㈫　 13:15
2/14 ㈬　 14:00
2/21 ㈬　 13:30
2/22 ㈭　 10:00
3/19 ㈫　 13:15
3/22 ㈮　 13:15
3/22 ㈭～4/10 ㈬
3/25 ㈪　 13:30

法人会研修センター
法人会研修センター
法人会研修センター
ジョイフル本田瑞穂店駐車場　　
法人会研修センター
法人会研修センター
オ ン ラ イ ン
法人会研修センター

災害復興支援としてチャリティ BOX を設置します

エコキャップは子供のためのワクチンになります

義 援 金 募 集

新品タオルの寄贈

エコキャップ運動

ご来場の際には皆様のご協力よろしくお願いします

お持ちいただいたタオルは地域の福祉施設へ寄贈

法人会事業  2 月・３月の主なスケジュール（詳細はHPをご覧ください）

決 算 法 人 説 明 会 　 　
~AI で切り開く新時代 ~ 中小企業のための生成 AI 活用講座
イ ン ボ イ ス 制 度 説 明 会
献 血 運 動 ( 瑞 穂 第 二 支 部 ) 　
決 算 法 人 説 明 会 　 　 　 　 　     
決 算 法 人 説 明 会
決 算 整 理 ・ 決 算 書 作 成
イ ン ボ イ ス 制 度 説 明 会 　 　

開催日時 事 業 名 会　場

日程：６月 6 日（木）　

※予定は変更される場合があります。最新情報については青梅法人会公式サイトをご確認ください。

青梅法人会
公式サイト

▲会場：プリモホールゆとろぎ（羽村市生涯学習センター）小ホール

西多摩
ふれあい
講演会 

2024
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